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条例等審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年６月１４日（月） 

午 前  ９時５８分  開 会 

午 前 １０時４７分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  下 山 光 義   副委員長  遠 藤 泰 子 

委  員  舩 見 昌 功   委  員  佐々木 卓 也 

委  員  澤 口 正 義   委  員  馬 場 騎 一 

委  員  堤   喜一郎 

副 議 長  瀬 崎 雅 弘 

 

４．欠席委員   委  員  堀   光 雄 

 

５．傍聴議員   議  員  奥 本 菜保巳   議  員  西 村 盛 男 

 

６．説 明 員   市  長 ほか 

 

７．事務局職員   事務局長  蹴 揚 光 昭   次  長  中野渡 孝 英 

主  査  白 銀 壮太郞   主  査  福 士   史 

 

８．案  件  議案第４４号から議案第５３号までの計１０件 

 

９．会議概要 

下山委員長：おはようございます。 

 全員おそろいのようなので、始めさせていただきます。 

 会議に入る前に、委員の皆様に御報告いたします。 

 堀委員から、都合により本日の会議を欠席する旨連絡が入っておりますので、御了承願

います。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、条例等審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る６月１１日の本会議において、議案第４４号から議案第５３号まで

の計１０件が付託されています。 

 議案１件ごとに審査してまいりたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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下山委員長：御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第４４号三沢市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第４４号三沢市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制

定について御説明申し上げます。 

 この議案は、市の機関に係る申請、届出その他の手続等に関し、書面等による方法に加

え、インターネット等の情報通信技術を利用することにより行うことを可能とするための

基本事項を定めることにより、市民等の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化

を図るため提案するものです。 

 議案書の２ページから７ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、この条例の目的を規定しております。 

 第２条は、この条例において使用する用語の定義を規定するものであります。 

 第３条は、書面等で申請を行うこととされているものについて、規則で定めるものにつ

いては、オンラインにより申請等も可能とすること及びそれに係る所要の規定をするもの

であります。 

 第４条は、書面等で処分通知等を行うこととされているものについて、規則で定めるも

のについては、オンラインにより処分通知等も可能とすること及びそれに係る所要の規定

をするものであります。 

 第５条は、書面等で縦覧等を行うことと定められているものについて、規則で定めるも

のについては、電磁的記録での縦覧等を可能とすることを規定するものであります。 

 第６条は、書面等で作成等を行うことと定められているものについて、規則で定めるも

のについては、電磁的記録での作成等が可能とすることを規定するものであります。 

 第７条は、手続等のうち対面により確認する必要があるものや、手続をオンラインによ

り行うことが規定されているもの等については、本条例の適用外とすることを規定するも

のであります。 

 第８条は、申請等の際に添付することとされている書類について、規則で定めるものに

ついては、添付を省略できることを規定するものであります。 

 第９条は、手続等のうちオンラインによる利用が可能なものについて、インターネット

等を用い公表することを規定するものであります。 

 第１０条は、規則への委任について規定しております。 

 附則第１項につきましては、施行日を令和３年７月１日とするものであります。 

 附則第２項につきましては、この条例の制定に伴い、三沢市行政手続条例の一部改正に

ついて規定しております。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 

佐々木委員：それでは、何点か質問させていただきます。 
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 この条例は、市民の利便性の向上、それから行政運営の簡素効率化につながるというこ

とで、大変よいことだとは思います。そういうことで、ぜひ前に進めていただきたいと思

うので、そこで、何点か質問ということになります。 

 まず、施行日は今年の７月１日ということなんですけれども、まず三沢市がこれまで既

にインターネット利用によりオンライン化されている行政手続、それについて全部で幾つ

あるのか、また、その主なものはどんなものなのか、教えていただきたいと思います。と

いうのは、ちなみに国のほうでは地方公共団体が優先的にオンライン化を推進すべき手続

として、今は５５の手続を掲げて推進を図っておりますけれども、三沢市の状況はどう

なっているかということであります。お願いいたします。 

伊藤情報システム課長：お答えいたします。 

 まず、現状で運用に完全に乗っているものといたしましては、地方税の関係のシステム

でありますｅＬＴＡＸでございます。これは運用に乗っております。 

 また、ちょっとこれは暫定的な運用なんですけれども、国のほうで設置したぴったり

サービスというオンライン申請のホームページがあるんですけれども、こちらのほうで児

童手当関連の一部の手続が届出できるようになっております。ただ、こちらのぴったり

サービスについては、現状、国のシステムと三沢市のシステムがオンラインでまだ結ばさ

れていない状況になっておりまして、ぴったりサービスのサービスで届出した方のデータ

というのが日本郵政ですか、のほうで印刷したものが書留で届くというような、ちょっと

市民の方からするとオンラインでできるのですけども、実はちょっとオンラインになって

いないという片方向の仕組みの運用をしているものとなっております。 

 この二つが一応現状運用しているもので、それ以外については、一部事務の中で確認用

というか、連絡用で電子メールを使っているような事務はあるようですけれども、実際に

手続そのものとして運用しているものは、現状ではないというような印象を受けてござい

ます。 

 以上です。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 三沢市でも、ちょっと少ないような感じもしますけれども、この条例を制定してこれか

らどんどん取り組んでいくということだと思います。 

 そこで、今後、オンライン化を進めるに当たって、いろんな課題だとか取り組んでいか

なければならないこと等あろうかと思います。システムの構築だとか、そのシステムの安

全性・信頼性の確保だとか、また、データの標準化でどこでも同じデータを使えるような

だとか、いろんなことがあると思いますが、今後の取組についてどのように進めていくの

かお伺いしたいと思います。 

伊藤情報システム課長：今後の見通しでございます。 

 まず、現状整備を進めているものにつきましては、７月の前半には一応物理的なシステ

ムとしては運用できるような環境が整備できる見込みでございます。それで、まず最初に

着手する部分につきましては、先ほど委員からちょっとお話しありました地方公共団体が

優先的にオンライン化を推進すべき手続の中に、まず第１番目に子育て関係の手続が挙

がっておりますので、まずこちらのほうを独自に手続ができる環境を整えていきたいと考
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えております。 

 今回、出てきているものにつきましては、非常に融通が利くといいますか、職員が独自

に申請のページにいろいろ作るようなことができるような仕組みになっておりまして、い

わゆる国がオンライン手続用にひな形をいろいろ用意しているのですけれども、そういっ

たものによらず、例えば三沢市の条例、例えば施設利用のような条例とか、そういったも

のについて申請のページを作ったりとか、例えばアンケートのようなものとか、それから

いわゆるイベントの参加申込みのような簡単なもの、そういったものにも応用可能なもの

となっておりますので、今後については、やはりＩＣＴ推進プロジェクトチームにおいて

どのような利活用があるのか、調査を行って、その結果に基づいて職員のほうに使用方法

などの研修を行いながらオンライン手続業務を拡大していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 早いものでは７月中旬ぐらいからオンライン化が図られるものもあるというふうなこと

で、条例に基づいて随時公表していくということになろうかと思います。そういうこと

で、オンライン化に向けては推進プロジェクトチームでいろいろと今後検討していくとい

うことでした。 

 最後に一つだけ。今、ワクチン接種でもいろいろと話題等になりましたけれども、希望

する誰もが利用できる環境を今後つくっていかなければならないということで、いわゆる

情報格差の是正、これについてはどのように取り組んでいくか、最後にお聞かせ願いたい

と思います。 

伊藤情報システム課長：確かにデジタル化といいますか、ＩＣＴ施策の推進については、

その部分については非常に考慮しなければならないというふうには認識をしてございます

が、ただ、やはりデジタル機器というのは民間の事業者がいろいろ提供している形ですの

で、そちらの情報をいろいろ私ども情報収集しながら、何というんでしょう、利便性とい

うものを伝えていくしかないものかなと考えております。 

 ただ、オンライン手続をするに当たって、通常だとやはりパソコンでやるというイメー

ジが非常に強いと思うのですけれども、やはり今はいわゆるスマートフォン、高齢者の方

も大分スマートフォンをお持ちになってまいりましたので、そういったものから利用しや

すい、特に高齢者向けスマートフォンというのがありますけれども、そういったものから

も手続しやすいような環境というのは、今後、検討してまいりたいと思います。 

 また、どうしてもインターネットからやるというのは、不安を覚える方もいらっしゃる

と思いますので、この制度自体はつくりますけれども、従来の紙ベースの手続というもの

もこのまま残していくような形の運用になろうかと思います。 

 以上でございます。 

下山委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：それでは、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４４号三沢市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定に

ついては、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４５号三沢市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について

を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第４５号三沢市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定に

ついて御説明申し上げます。 

 この議案は、地方自治法の改正に伴い、市長等の市に対する損害賠償責任について、職

務を行うにつき、善意でかつ重大な過失がないときは、その損害賠償責任額から条例で定

める額を控除して得た額を免責する旨を定めることができるとされたことから、必要な事

項を定めるため提案するものです。 

 議案書の１０ページを御覧いただきたいと思います。 

 第１条は、この条例の趣旨を規定しております。 

 第２条は、市長等が職務を行うにつき、善意でかつ重大な過失がないときは、損害賠償

責任を負う額から基準給与年額に市長等の区分に応じて定める額を乗じて得た額を控除し

て得た額について免責する旨を規定するものであります。 

 附則につきましては、施行日を公布の日からとするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４５号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４５号三沢市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定につい

ては、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４６号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第４６号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ
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いて御説明申し上げます。 

 この議案は、新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入の減少が見込まれる

場合等における国民健康保険税の減免の期間を延長するため提案するものです。 

 議案書の１２ページを御覧いただきたいと思います。 

 附則第１５項の改正は、新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見込まれ

る場合等における国民健康保険税の減免の期間を延長するもので、令和３年３月３１日ま

での間に納期限が定められている国民健康保険税を令和４年３月３１日まで１年延長する

よう改めるものであります。 

 附則につきましては、公布の日から施行し、改正後の三沢市国民健康保険税条例の規定

は、令和３年４月１日から適用するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４６号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４６号三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４７号三沢市手数料条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第４７号三沢市手数料条例の一部を改正する条例の制定について御説

明申し上げます。 

 この議案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

の一部改正により、個人番号カードの再交付手数料は地方公共団体情報システム機構から

の委託により徴収することとなるため、三沢市手数料条例の中から個人番号カードの再交

付手数料の項目を削除するため提案するものです。 

 議案書の１４ページを御覧いただきたいと思います。 

 別表第１の１４の５、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律第２条第７項に規定する個人番号カードの再交付手数料を削除するものでありま

す。 

 附則につきましては、施行日を令和３年７月１日からとするものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４７号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４７号三沢市手数料条例の一部を改正する条例の制定については、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４８号三沢市奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定についてを議

題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第４８号三沢市奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定につい

て御説明申し上げます。 

 この議案は、新型コロナウイルス感染症の影響により就学が困難となった奨学生に係る

貸付額の増額の期間を延長するため提案するものであります。 

 議案書の１６ページを御覧いただきたいと思います。 

 附則第５項中、貸付額の増額期間を令和３年３月分から１年延長し、令和４年３月分に

改めるものであります。 

 附則につきましては、公布の日から施行し、改正後の三沢市奨学資金貸付条例の規定

は、令和３年４月１日から適用するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 

舩見委員：では、質問させていただきます。 

 この条例には、貸付額は高校生等が月額１万円以内、大学生等が月額３万円以内とあり

ます。今回の改正により貸付額の増額の期間を延長するとありますが、幾ら増額し、ま

た、奨学生の人数、また、そのうち増額希望者数を令和２年度の実績も含めてお示し願い

ます。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：教育総務課です。ただいまの委員の御質問

の、まず、奨学金を幾ら増額するかについてお答えいたします。 

 増額につきましては、昨年６月から今年３月まで、これが２万円で増額をしてきたわけ

なんですが、これにつきまして今年度から２万円の増額を３万円以内の増額に変更する予

定でおります。 

 それと、令和２年度の実績として奨学生の人数、それとあと、そのうち増額の希望者数

が何人かということについてお答えいたします。 

 令和２年度実績につきましては、奨学金を申し込んだ人数が３０名でございます。うち

増額を希望された方が７名でございます。 
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 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 今年度新規募集、もう締め切っていると思うんですが、今年度の奨学生の人数と、ま

た、増額を希望されている方がおられるならば、その人数を把握していれば教えていただ

きたい。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：今年度申込みを４月の段階で行っております

が、その中で新規の申込者につきましては、現在６名が新規で申込みをしております。こ

れまで継続して申込みを行っている方が１９名でございます。 

 なお、この６名につきましては、現在まだ審査中で確定はしておりません。７月に確定

をする予定でおります。 

 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。７月に６名の方の確定をされるということで、条件等

いろいろあると思いますが、なるべく条件に合ったような貸付けができるように認定して

いだければと思います。 

 続きまして、先ほども言いましたが、今年度の新規募集が３月１日から４月３０日まで

となっており、もう終了しておりますが、募集の周知方法はどのようであったか教えてく

ださい。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：募集の周知方法についてお答えいたします。 

 奨学生の募集につきましては、市の広報及びホームページにて周知を図っております。

また、マックテレビを活用したＰＲもしておりまして、さらに市内の高等学校及び中学校

に募集要項等を配布して実施しております。 

 以上です。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 広報、ホームページ、マックテレビ、中学校・高校へチラシを配布し実施しているとい

うことですが、既に継続されている方で、今回、増額分の拡充があったというお知らせも

行っていると思うんですが、継続されている奨学生の方にはどのように周知をしたので

しょうか、教えてください。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：ただいま御説明しました周知方法につきまし

ては、奨学金全般の周知ということになります。増額分につきましては、今回、この議会

で改正が議決された暁には、各今年度の募集生全員に手紙等で配付する予定となっており

ます。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。既に継続されている方、今回漏れることなく周知して

いただければと思います。 

 また、新型コロナウイルスの影響により学生の就学、生活面において大変大きな影響が

出ていると聞きますので、本市の出身の学生が少しでも安心して学べるように、そして卒

業し、就職し、また、これからでもいいですので、三沢に帰っていただけるように御支援

をこれからもよろしくお願いいたします。 

 以上です。 



- 9 - 

下山委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４８号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４８号三沢市奨学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定について

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第４９号三沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議題と

いたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第４９号三沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

 この議案は、新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入の減少が見込まれる

場合等における介護保険料の減免の期間を延長するとともに、所要の改正を行うため提案

するものであります。 

 議案書の１８ページから１９ページを御覧いただきたいと思います。 

 第２条の改正は、介護保険料率の算定時において適用する合計所得金額の税率を改める

ものであります。 

 附則第１２条の改正は、新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見込まれ

る場合等における介護保険料の減免の期間を延長するもので、令和３年３月３１日までの

納期限が定められている介護保険料を令和４年３月３１日まで１年延長するよう改めるも

のであります。 

 附則第１３条を加える規定につきましては、令和３年度から令和５年度までの保険料率

の算定に関する基準の特例として、税制改正による基礎控除への振り替えによって、前年

と収入額の変更がない場合であっても介護保険料が上がってしまう等の不利益が生じない

ようにするための規定を設けるものであります。 

 附則につきましては、公布の日から施行し、改正後の三沢市介護保険条例の規定は、令

和３年４月１日から適用するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第４９号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４９号三沢市介護保険条例の一部を改正する条例の制定については、原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第５０号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び

青森県市町村総合事務組合規約の変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第５０号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減

少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更について御説明申し上げます。 

 この議案は、青森県市町村総合事務組合の構成団体である十和田地区食肉処理事務組合

が令和３年６月３０日をもって解散することに伴い、同総合事務組合の構成団体の数を減

少させるとともに、同総合事務組合の規約を変更するため提案するものであります。 

 議案書の２２ページを御覧いただきたいと思います。 

 別表第１及び第２の改正は、青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体から十

和田地区食肉処理事務組合を削るものであります。 

 附則につきましては、この規約は青森県知事の許可のあった日から施行し、令和３年７

月１日から適用するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第５０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第５０号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及

び青森県市町村総合事務組合規約の変更については、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 次に、議案第５１号青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第５１号青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数

の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更について御説明申し上げます。 
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 この議案は、青森県市町村職員退職手当組合の構成団体である十和田地区食肉処理事務

組合が令和３年６月３０日をもって解散することに伴い、同退職手当組合の構成団体の数

を減少させるとともに、同退職手当組合規約を変更するため提案するものであります。 

 議案書の２４ページを御覧いただきたいと思います。 

 別表第１の改正は、青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体から十和田

地区食肉処理事務組合を削るものであります。 

 附則につきましては、この規約は令和３年７月１日から適用するものであります。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第５１号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第５１号青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減

少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の変更については、原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 次に、議案第５２号市道の路線の廃止についてを議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

山﨑総務部長：議案第５２号市道の路線の廃止について及び議案第５３号市道の路線の認

定についての２議案は関連がありますので、一括で御説明申し上げます。 

 この議案については、配付資料に基づいて御説明申し上げますので、議案第５２、５３

号資料を御覧いただきたいと思います。 

 この議案は、宅地分譲地の開発行為に伴い、既存の市道南山１０号線の終点部の位置が

変更となることから、道路法の規定に基づき路線を一旦廃止した上で、再度認定を行うも

のであります。 

 また、既存の市道南山１１号線については、道路法の規定に基づき廃止するものであり

ます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

下山委員長：それでは、質疑を行いますが、今、説明を５２号及び５３号一括ということ

だったので、５２号及び５３号の質疑として行いますので、お願いいたします。 

舩見委員：５２号と５３号を一括ということで、５３号のほうの市道の路線の認定につい

て、もう少し詳しく説明願います。 

工藤土木課長：市道の認定について、その概要を御説明いたします。 

 市道南山１０号線及び南山１１号線を含む周辺の土地を対象に、民間業者による宅地分
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譲の計画がございました。その計画によりますと、現在市道として整備されたところは、

そのまま道路として利用し、市道認定はしているものの道路として整備されていないとこ

ろは、土地の所有が民地であることから、宅地分譲することになってございました。その

内容を検討した結果、土木課として、２路線の未施工区間の整備予定がないことから妥当

と判断いたしまして、市道南山１０号線につきまして終点の位置が変わるため、一旦市道

を廃止し、現在道路として整備されたところと新たに整備される道路を併せまして再度認

定いたします。また、市道南山１１号線につきましては、宅地分譲の計画に合わせて廃止

するものでございます。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 民間の業者が宅地分譲するため整備すると。私、この間、ここを見てきましたが、

ちょっと勉強不足で分からないのですが、まだ道路はできていないですよね、市道は。市

道はできていないけども、認定するという解釈でよろしいですか。 

工藤土木課長：ただいまの御質問について御説明いたします。 

 市道認定につきましては、この２路線につきましては平成９年に認定されてございま

す。その上で、その後、一部区間だけは整備されましたけども、残りの区間については整

備されていない状況でございます。 

 以上でございます。 

舩見委員：まだ整備されていないということですが、民間の業者が宅地分譲するために市

が道路を造ってあげるという解釈の上で……。 

工藤土木課長：ただいまの御質問について御説明いたします。 

 新たに道路を造る部分につきましては、民間の業者が造りますので、市としては出来上

がった道路を寄附していただくことになってございます。 

 以上でございます。 

舩見委員：民間が整備して寄附していただくということですね。そういう今回のケースみ

たいなこと、民間が整備して、それを市に寄附して、市が道路維持を今後管理していくと

いうことがよくあることなのでしょうか。ちょっと勉強不足なので教えてください。 

工藤土木課長：ただいまの御質問について、御説明いたします。 

 宅地分譲を含めました開発行為がございますけども、その開発行為の基準に従って整備

された道路につきましては、事業者側から寄附の申し出がありますと、三沢市がその道路

を寄附を受けまして維持管理するという方法になっております。 

 以上でございます。 

舩見委員：では、今後、今回のケースのような民間が整備し、また、宅地を整備するとい

うことは、大変三沢市の定住問題とか住宅問題においていいことだと思います。今後、こ

ういう同じようなケースで住宅を整備していく民間業者からの相談とか認定の話とか、ま

だあるのでしょうか。 

工藤土木課長：現在、何件かの相談、宅地分譲を含めた開発行為の相談も、事前に土木課

には来ております。また、現在進行中の開発行為もございます。 

 以上でございます。 
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舩見委員：それは、まだ公表はできない段階にあるということでしょうか。 

工藤土木課長：まだ正式に申請されていないものについては、まだ公表はできないという

ことでございます。 

 以上でございます。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 いずれにしろ、道路整備・維持管理というのは大変な重要なインフラですので、今後と

も民間と協力し、民間主導であれ行政主導であれ、どんどん維持管理を進めていって市民

の生活の利便性の向上に努めていただきたいと思います。 

 以上です。 

馬場委員：こう見たら、何でこうやって、俺は前のやつが、廃止になったほうが、安全と

かそれでがくっと今なったのが、９０度になっているから、前のやつだったらすうっと通

れるんで、これだったらがくっと９０度になっているから、その辺が何でこう、前のやつ

のとおりやったらいいんじゃないの。それで、安全とかそういう渋滞と、人がいないの

で、どうなんだろう、がくっとこうやって、前のやつがすうっと来ているから、すうっと

行くみたいな感じがして、何でこれを途中でがっくりやったんだか。何か意図があるの。 

工藤土木課長：御説明いたします。 

 民間の宅地分譲の開発行為の中で、宅地分譲の割当てといいますか、区割りを考えた結

果、このような道路になってございます。 

 以上でございます。 

馬場委員：いや、それがちょっと、道路というのはやっぱり安全とか、役所のこれは道路

になるんでしょう、寄附してもらうんだから。わざわざ不便なのを、ただだからいいみた

いな感じなのかな。いいのかな、これ。いや、いいんだけど、ただだからいいと言うんだ

けど、どうもこれなって、前の通りはやっぱり駄目だったの。こうやったら、区画とかそ

ういうのあったけど、よければいいんだけど、後でいろんな面で不便があったら、苦情な

いようにするという、何かないかなと思ってね。どうもこれだば、前の道路のほうがス

ムーズに通って、車が走るんでしょう、これは。歩く道路でないでしょう。車が走る道路

でしょう。何か変だなと思って。あんた方がいいばいいんだって、いや、そう思っていま

すので、何か……。本当にいいのかな、これで。 

工藤土木課長：ただいまの…。について御説明いたします。 

 道路の形状といたしまして、がくっと曲がっているところに接している土地につきまし

ては、開発業者から道路の雪捨て場として考えているということで、このような形状に

なってございます。なので、土木課といたしましても、雪捨て場を確保することは今後の

除雪におきまして非常に有効であると考えたことから、この道路の形状で認めたものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

馬場委員：でも、もう認めたんでしょう。後に何かないように頑張ってくださいね。 

 はい、分かりました。 

下山委員長：ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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下山委員長：それでは、質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第５２号及び議案第５３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

下山委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第５２号市道の路線の廃止について、議案第５３号市道の路線の認定につ

いては、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、条例等審査特別委員会を閉会いたします。 

 大変ありがとうございました。 

午前１０時４７分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   下 山 光 義   

 


